
ノ‘ 五 四

ト
ス

）
鋳
金
科
工
場
監
督

平
田
惣
之
助
（
嘱
託
）
鍛
金
科
担
任

岡
田
三
郎
助
（
同
）
仮
入
学
生
に
課
す
る
木
炭
画
授
業
担
任

中
村
勝
治
郎
（
助
教
雇
）
西
洋
画
科
油
画
第
三
、
第
四
教
室
担
任

小

林

万

吾

（

同

）

西

洋

画

科

着

衣

写

生

教
室
担
任

四
、
物
品
取
扱
規
程
（
お
よ
び
モ
デ
ル
取
締
規
定
）

物
品
取
扱
規
程
は
『
明
治
三
十
五
年
三
月
現
行
東
京
美
術
学
校
処
務
規
定
及
心

得
』
所
載
「
東
京
美
術
学
校
物
品
取
扱
細
則
明
治
三
十
五
年
三
月
十
三
日
制
定
」
を
さ
す
。
本

文
省
略
。
な
お
、

モ
デ
ル
取
締
規
定
の
制
定
に
つ
い
て
は
年
報
に
は
何
ら
記
載
が
な
い

が
、
上
記
印
刷
物
に
記
載
が
あ
る
の
で
こ
れ
を
転
載
す
る
。

「
モ
デ
ル
」
取
締
規
定
明
治
三
十
四
年
四
月
四
日
制
定

本
校
監
視
ハ
モ
デ
ル
取
締
ヲ
監
督
シ
「
モ
デ
ル
」
ノ
取
締
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
モ
ノ

本
校
二
於
テ
ハ
兼
テ
「
モ
デ
ル
」
控
所
ヲ
定
メ
且
男
女
其
ノ
所
ヲ
異
ニ
ス

モ
デ
ル
取
締
ハ
男
女
「
モ
デ
ル
」
ヲ
シ
テ
毎
朝
授
業
開
始
十
分
前
二
「
モ
デ

ル
」
控
所
二
入
ラ
シ
ム
ペ
シ

モ
デ
ル
取
締
ハ
男
女
「
モ
デ
ル
」
相
互
二
其
控
所
へ
出
入
談
話
シ
又
ハ
妄
リ
ニ

室
外
二
出
ツ
ル
コ
ト
ヲ
許
ス
ベ
カ
ラ
ズ

モ
デ
ル
取
締
ハ
授
業
開
始
琥
鐘
卜
同
時
二
「
モ
デ
ル
」
ヲ
常
該
数
員
二
引
渡
ス

ベ
シ
営
該
数
員
出
席
ナ
キ
間
ハ
「
モ
デ
ル
」
ヲ
シ
テ
教
室
二
入
ラ
シ
ム
ル
ヘ

カ
ラ
ズ

「
モ
デ
ル
」
ハ
遅
刻
又
ハ
無
断
欠
席
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
給
額
ヲ
減
シ
或
ハ
全
ク

給
典
七
ザ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
ッ

津

田

信

夫

（

同

外
国
留
学
生

該
当
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

外
國
留
學
生

明
治
三
十
三
年
三
月
ョ
リ
三
年
間
佛
國
留
學
被
命

2
 十 九 ノ＼

数

授

浅

井

忠

東

京

士

）
鋳
金
科
担
任

）
体
操
科
主
任

「
モ
デ
ル
」
ハ
使
用
豫
定
日
限
中
無
断
欠
席
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
既
二
出
席
シ
タ

ル
日
給
額
ヲ
モ
給
七
ザ
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
ッ

但
シ
嘗
該
数
員
二
於
テ
病
氣
其
他
不
得
已
事
故
二
依
リ
欠
席
シ
タ
ル
モ
ノ
ト

認
ム
ル
ト
キ
ハ
此
限

ニ
ア
ラ
ズ

「
モ
デ

ル
」
ハ
常
該
赦
員

二
於
テ
不
都
合
卜
認
メ
使
用
セ
ザ
ル
ト
キ
ハ
他
ノ
科

ニ
於
テ
モ
之
ヲ
使
用
セ
ザ
ル
コ
ト
ア
ル
ペ
シ

モ
デ
ル
取
締
ハ
「
モ
デ
ル
」
ヲ
厨
入
ル
、
場
合
二
於
テ
本
規
定
拉
二
左
ノ
個
條

ヲ
豫
メ
篤
卜
會
得
七
シ
ム
ペ
シ

「
モ
デ
ル
」
出
校
ノ
節
ハ
直
二
會
計
室
二
至
リ
掛
員
ョ
リ
番
琥
札
ヲ
受
取
リ

退
校
ノ
節
之
ヲ
會
計
掛
員
二
必
ズ
返
納
ス
ベ
シ

「
モ
デ
ル
」
ハ
常
二
相
掌
ノ
服
装
ヲ
胤
ス
ベ
カ
ラ
ス

「
モ
デ
ル
」
ハ
各
数
室
二
入
リ
タ
ル
後

ハ
嘗
該
数
員
ノ
指
揮
二
従
フ
ペ
シ

「
モ
デ
ル
」
ハ
生
徒
及
小
使
等
二
到
シ
雑
談
ス
ル
ヲ
許
サ
ズ

「
モ
デ
ル
」
ハ
嘗
該
数
員
ノ
許
可
ヲ
得
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
妄
二
数
室
外
二
出

ツ
ル
ヲ
許
サ
ズ

「
モ
デ
ル
」
ハ
各
数
室
二
設
ク
ル
「
モ
デ
ル
」
休
息
場
ノ
外
二
於
テ
喫
姻
シ

又
ハ
各
「
モ
デ
ル
」
相
互
二
雑
談
ス
ベ
カ
ラ
ス

「
モ
デ
ル
」
ハ
妄
リ
ニ
他
ノ
室
二
入
リ
又
ハ
校
内
ヲ
徘
徊
ス
ベ
カ
ラ
ズ

「
モ
デ
ル
」
ハ

控
所
外
二
於
テ
食
事
ヲ
ナ
ス
ベ
カ
ラ
ズ

各
数
室
ノ
授
業
時
間
ヲ
過
グ
ル
ト
キ
ハ
モ
デ
ル
取
締
ハ
直
二
各
「
モ
デ
ル
」
ヲ

シ
テ
校
内
ヲ
去
ラ
シ
ム
ベ
シ

第 2章 制度改革期

羽
田
禎
之
進
（
同

沼
田
勇
次
郎
（
同

七
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本
年
度
内
卒
業

明
治
三
十
四
年
度
の
卒
業
式
は
七
月
十
日
に
行
わ
れ
、
本
年
度
分
の
卒
業
制
作
を
校

内
に
陳
列
し
、
父
兄
お
よ
び
有
志
の
人
々
に
縦
究
さ
せ
た
。
卒
業
生
の
内
訳
は
日
本
画

十
二
名
、
西
洋
画
五
名
、
鋳
金

・
図
案

・
塑
造
各
一
名
、
木
彫
三
名
、
彫
金
三
名
、
撰

科
二
十
五
名
、
図
画
講
習
科
一
名
で
あ
る
。

3
 明

治
三
十
三
年
三
月
ョ
リ
三
年
間
佛
國
留
學
被
命

明
治
三
十
四
年
十
一
月
ョ
リ
ニ
年
間
佛
國
留
學
被
命

こ
の
ほ
か
に
岡
田
三
郎
助
も
滞
仏
中
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
場
合
、
国
費
留
学
期
限
は

本
年
五
月
ま
で
で
あ
っ
た
。

改
築
目
論
見
書

目
論
見
書
の
内
容
は
不
明
だ
が
、
明
治
三
十
四
年
七
月
二
十
四
日
付
『
読
売
新
聞
』

0
東
京
美
術
學
校
の
新
築
計
粛

に
請
求
す
る
趣
な
る
が
、
若
し
希
差
を
逹
す
る
時
ハ
現
時
の
校
舎
ハ
一
條
の
通
路
を

以
て
中
断
せ
ら
る
4
筈
、
郎
ち
道
路
を
距
て
校
舎
を
建
つ
る
計
甕
の
由

と
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
す
れ
ば
、
現
在
本
学
敷
地
を
二
分
し
て
い
る
道
路
（
東
京
国
立
博

物
館
↑
↓
桜
木
町
）
の
敷
設
計
画
は
こ
の
当
時
か
ら
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

依
嘱
製
作

本
年
新
た
に
依
嘱
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
判
明
し
て
い
る
事
柄
を
記
す
。

金
鶏
造
型
主
任
沼
田
一
雅
、
製
作
主
任
桜
岡
三
四
郎
、
製
作
担
任

征
清
紀
念
銅
標

東
京
美
術
學
校
ハ
今
年
も
又
新
築
豫
算
を
主
務
省

（『
東
京
美
術
学
校
一
笠
鱈
闘
彗
昇
』
）

こ
の
う
ち
、
特
に
規
模
の
大
き
い
「
仙
台
昭
忠
銅
標
」
は
各
紙
が
と
り
上
げ
て
い

る
。
左
記
は
そ
の
中
の
―
つ
で
あ
る
。

0
宮
城
縣
昭
忠
碑
の
建
設
（
挿
圏
参
看
）

宮
城
縣
の
官
民
有
志
が
第
二
師
幽
所
管

の
軍
人
軍
屈
に
し
て
戦
死
せ
し
者
の
忠
魂
を
弔
慰
し
勲
績
を
昭
表
す
る
目
的
に
て
組

織
せ
る
昭
忠
會
に
て
は
豫
て
仙
蛋
市
菩
青
葉
城
址
な
る
招
魂
社
社
殿
の
背
後
の
最
高

丘
に
一
大
紀
念
碑
を
建
設
せ
ん
と
一
昨
年
十
二
月
其
設
計
闘
案
を
東
京
美
術
學
校
に

依
頼
し
束
り
し
を
以
て
同
校
に
て
は
闘
案
科
教
師
河
邊
正
夫
氏
を
主
任
と
し
て
之
が

昭忠標（雛型）製作記念

左より河辺正夫，桜岡三四郎，久保田鼎，一人お

いて沼田一雅

媛
平
助
数
授

白
井
保
次
郎

愛

助
手

和
田
英
作
鹿
兒
島
士

仙
台
昭
忠
銅
標
（
仙
台
青
葉
城
址
に
建
立
）
図
案
河
辺
正
夫
、
原
型
沼
田
一
雅
、
鋳

造
主
任
桜
岡
三
四
郎
、
同
担
任
津
田
信
夫
お
よ
び
本
校
卒
業
生

故
佐
久
間
貞
一
胸
像
原
型
製
作
黒
岩
淡
哉

津
田
信
夫
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